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2 地域別の現状と課題 

ここでは、東部・中部・西北部の地域別に交通に関する現状と課題を整理します。 

 

 

 

 

 

 
※地域の説明は、奈良市改訂都市計画マスタープランより引用 

  

■東部地域 
• 東部の山間地域に位置し、都市計画区域外または市街化調整区域に属する 

• 豊かな自然の中で暮らしが営まれ、地域の魅力となっている。 

■中部地域 
• 本市の中心部に位置し、奈良のアイデンティティの中心、都市機能の中核、

観光交流機能の玄関口という役割を担う。 

• 歴史文化と自然環境が融合し、その中で暮らしが営まれ、奈良の魅力となっ

ている。 

■西北部地域 
• 西部及び北部に位置し、大阪都市圏の住宅都市として開発された。 

• 都市機能や交通、医療福祉など暮らしの利便性は一定水準確保されている。 

西北部 

中部 

東部 

市街化区域
都市計画区域
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2.1 東部地域  

2.1.1 地域の現状 

1) 人口動向 

 東部地域の人口は、すでに大幅な減少傾向にあります。 

 今後も、地域全体で減少する見込みです。 

実績値 

  
出典：住民基本台帳（各年 10 月 1 日時点） 

将来推計値 

 
東部地域の将来人口 

資料：国勢調査、国土交通省国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を基に作成  

（100m メッシュ） 

※以下、四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。 
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 東部地域の高齢化率は、奈良市全体より大幅に高い状況です。 

 令和 27年には地域全体で高齢化率 50％以上になる見込みとなっています。 

実績値 

  
出典：住民基本台帳（各年 10 月 1 日時点） 

将来推計値 

 
東部地域の高齢化率 

資料：国勢調査、国土交通省国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を基に作成 

 

（100m メッシュ） 
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2) 都市施設 

 東部地域に立地する病院、スーパー等、日常生活に必要な主要な都市施設数は市全体の
1割以下となっています。 

 集落の存在にあわせ、施設も広い地域内に点在しています。 

 

東部地域の主な都市施設数 

 市役所等 文化施設 図書館 病院等 福祉施設 スーパー 学校等 

市全体 8 84 3 227 157 71 95 

東部 3 18 0 6 11 1 9 

割合 38% 21% 0% 3% 7% 1% 9% 

 
東部地域の主な都市施設立地状況 

資料：平成 30 年度国土数値情報  
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3) 人の動き 

(1) 交通流動 

 旧奈良市の東部では奈良市中部との流動が多くなっています。 

 

 
東部地域の交通手段別（鉄道・バス・自動車）流動【旧奈良市東部】 

資料：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

※鉄道・自動車・バスの 500 トリップエンド以上を表記 

※パーソントリップ調査の小ゾーンを採用しており、 

本戦略の地域とは一致していない。 

  

（トリップエンド/日） 



2 地域別の現状と課題 

2-6 

 

 旧月ヶ瀬村では三重県、旧都祁村では天理市、宇陀市との流動が多くなっています。 

 
東部地域の交通手段別（鉄道・バス・自動車）流動【旧月ヶ瀬村】 

 

 
東部地域の交通手段別（鉄道・バス・自動車）流動【旧都祁村】 

資料：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

※鉄道・自動車・バスの 500 トリップエンド以上を表記 

※パーソントリップ調査の小ゾーンを採用しており、 

                                      本戦略の地域とは一致していない。 

  

（トリップエンド/日） 

（トリップエンド/日） 
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(2) 外出率 

 東部地域では、特に 60歳以上の高齢者において、市全体と比べて外出率が低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部地域の外出率 

資料：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

  

【男性】 【女性】 

【合計】 

（回） （回） 

（回） 
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(3) 移動状況 

 東部地域では、通学を除き、市外・県外への移動が多くなっています。 

 

 

 

東部地域の外出目的別目的地 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 
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 東部地域では、自家用車での移動がほとんどとなっています。 

 通学では自家用車の送迎が多い一方、バスも一定程度利用されています。 

 

 

 

 

東部地域の外出目的別交通手段 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

 

  

通学ではバスも利用 
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4) 道路交通 

(1) 道路整備状況 

 道路に関するニーズでは市内道路網が重要となっていますが、満足度は低くなってい
ます。 

 市内の渋滞についても満足度が低くなっており、中心部の渋滞が東部住民にも影響し
ていることが想定されます。 

 

 

 

 

東部地域の道路に関するニーズ 

                                        資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

  

道路網（県外）道路網（県内）

道路網（市内）

渋滞（県外）

渋滞（県内）

渋滞（市内）

安全性（県外）

安全性（県内）

安全性（市内）

安全性（市内・自転車）

安全性（市内・徒歩）
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要
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5) 公共交通 

(1) 公共交通網（鉄道・バス） 

 東部地域には鉄道がなく、バスの運行本数も少なく、公共交通空白地も広がっており、
公共交通への満足度が低くなっています。 

 

 

 

 

東部地域のバスに関するニーズ 

                                           資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

  

運行本数

始発時刻

終発時刻

所要時間

運行時刻の正確さ
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バス停の快適性

乗り継ぎのしやすさ
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情報案内（ホームページ等）
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東部地域の公共交通ネットワークと利用圏 

資料：平成 27 年国勢調査、国土数値情報、奈良交通 HP（バス本数は 2019 年 6 月時点） 

  

      バス停 300ｍ圏

域 

【柳生バス停】 

月ヶ瀬行  ：始発 10：01 

       終発 19：59（JR 奈良駅 19:12 発） 

       平日・休日各 3 本 

JR 奈良駅行：始発 06：09 

終発 17：30 

平日 7 本・休日 6 本 

※全方向合計 

【下水間バス停】 
北野行   ：始発 08：26 
       終発 20：36（JR 奈良駅 19:51 発） 
       平日・休日各 6 本（※土曜は 7本） 
JR 奈良駅行：始発 06：37 
        終発 18：03 
          平日・休日各 6 本 
都祁行（※奈良都祁線代替バス） 
       平日・休日各 3 本 

←

奈

良

駅 
→

北

野 

（100m メッシュ） 
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 東部地域では、バスを利用しない理由として、運行本数、時間帯、運賃が多く挙げられ
ています。 

 

 
東部地域の鉄道を利用しない理由 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

 

 

 
東部地域のバスを利用しない理由 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

  

28.0%
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行き先がわかりにくいから

バリアフリーが十分でないから

混雑しているから

車・バイク・自転車・徒歩が好きだから（趣味）

その他

問１５-１．鉄道を利用しない理由は何ですか？

[n=82]

74.4%

50.0%

2.3%

25.6%

41.9%

0.0%

15.1%

4.7%

15.1%

1.2%
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1.2%
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1.2%
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運行本数が少ないから

利用したい時間に運行していないから

時間が正確ではないから

時間がかかるから

運賃が高いから

バス停に屋根がないから

行きたい場所に運行していないから

乗り継ぎがあるから

自宅・目的地からバス停までの距離が遠いから

行き先がわかりにくいから

バリアフリーが十分でないから

混雑しているから

車・バイク・自転車・徒歩が好きだから（趣味）

目的地や駅までが近いから

その他

問１５-２．バスを利用しない理由は何ですか？

[n=86]
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東部地域の公共交通機関を利用するために求めること（上位３つ） 

資料：東部地域住民アンケート調査結果（H30.9） 

 

 

 

 東部地域では、公共交通の代替手段や、公共交通へのアクセス手段として、自家用車に
よる送迎が必要となっている状況が伺えます。 

 
東部地域の送迎の有無 

資料：東部地域住民アンケート調査結果（H30.9） 

 

 

  

約８割が「送迎することがある」 

（個別意見） 
• 送迎にあわせて出退勤時間を調

整する必要がある（9人） 

• 仕事の途中で抜けなくてはいけな

い。仕事に影響。働けない。（7人） 

• 運転者の年齢の高齢化。事故率

が高くなる。安全面に不安。（3人） 

• 病院の待ち時間が必要。時間が無

駄になる。（3人）        等 

（人） 

［n=106］ 
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2.1.2 東部地域の問題及び課題 

以上を踏まえ、東部地域の交通に関する問題及び課題を以下に整理しました。 

■現況のまとめ 

項目 まとめ 

（１）人口動向 
• 人口は、すでに大幅な減少傾向 

• 高齢化率は、奈良市全体より大幅に高い 

（２）都市施設 • 集落の存在にあわせ、施設も広い地域内に点在 

（３）人の動き 

• 旧奈良市の東部では奈良市中部、旧月ヶ瀬村では三重県、旧都祁村では宇陀市、天理

市との流動が多い 

• 通学を除き、市外・県外への移動が多いが、地域内外の流動ともに自動車での移動が

ほとんどとなっている 

• 通学は自家用車の送迎が多い一方、バスも一定程度利用されている 

• 特に 60 歳以上の高齢者について、市全体と比べて外出率が低くなっている 

• 通学や通勤でも自家用車利用が多く、送迎に頼っている実態が伺える 

（４）道路交通 

• 道路に関するニーズでは市内道路網が重要となっているが、満足度は低くなっている 

• 市内の渋滞についても満足度が低くなっており、中心部の渋滞が東部住民にも影響して

いることが想定される 

（５）公共交通 

• 鉄道がなく、バスの運行本数も少なく、公共交通空白地も広がっており、公共交通への

満足度が低い 

• バスを利用しない理由として、運行本数、時間帯、運賃が多く挙げられている 

• 公共交通の代替手段やアクセス手段として、自家用車による送迎が必要 

 

■問題として捉えるべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■対応すべき課題 

 

 

 

 

  

• 人口が少なく、人口及び都市施設は広域な範囲に点在しており、市外・県外や奈良市中部地域の都市

機能に依存する必要がある地域となっている 

• しかし、鉄道がなく、バスの本数が少ないなど利便性が低いため、公共交通が使いづらく、自家用車に

依存した生活となっている 

• 自家用車や他地域の都市機能に依存するため、中心部での渋滞も生活に影響する 

• 公共交通が使いづらいことや都市施設が家の近くにないことから、高齢者の外出率は低く、外出には自

動車での送迎が必要な状況 

• ただし、市内でも高い高齢化率となっており、今後、高齢者等の自ら運転できない住民が増えることが

想定され、そのような住民にとっては、日常生活(買い物、通院など)を送ることが困難になる恐れがある 

• 生産年齢・年少人口の減少が顕著で、送迎等含め地域を担う人材の流出が進むことで、地域の維持に

影響を与える 

• 特に運転できない住民が、日常生活を営む上で必要な都市機能・都市サービスを享受するための

移動手段の確保が必要 

• 自ら移動ができる住民にとっても、都市機能・都市サービスをより受けやすくするために、奈良

市の中心部および東部地域周辺都市への交通利便性の向上が必要 

• 人口が少ない故の他地域と異なる“コミュニティ”の力を活かすことが重要 
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2.2 中部地域  

2.2.1 中部地域の現状 

1) 人口動向 

 中部地域の人口は、すでに減少傾向となっています。 

 今後、中心部など人口が増加する地区も見られますが、その他の地区は減少する見込み
です。 

実績値 

  
出典：住民基本台帳（各年 10 月 1 日時点） 

将来推計値 

 
中部地域の将来人口 

資料：国勢調査、国土交通省国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を基に作成 

（100m メッシュ） 

※以下、四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。 
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 中部地域の高齢化率は、奈良市全体と概ね同程度となっています。 

 今後は、特に人口が減少する中心部の周辺地区で、高齢化率が高まる見込みです。 

実績値 

  
出典：住民基本台帳（各年 10 月 1 日時点） 

 

将来推計値 

 
中部地域の高齢化率 

資料：国勢調査、国土交通省国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を基に作成 

（100m メッシュ） 
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2) 都市施設 

 中部地域では、病院、スーパー等、日常生活に必要な主要都市施設が市全体の半数近く
立地しており、さらに中心部に多く集積しています。 

 

表 2.1 中部地域の主な都市施設数 

  市役所等 文化施設 図書館 病院等 福祉施設 スーパー 学校等 

市全体 8 84 3 227 157 71 95 

中部 2 39 1 101 71 35 40 

割合 25% 46% 33% 44% 45% 49% 42% 

 

 

 
中部地域の主な都市施設立地状況 

資料：平成 30 年度国土数値情報 
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3) 観光 

 観光客の約６割が鉄道による来訪となっています。 

 中部地域には市内の世界遺産がすべて存在し、国指定文化財等も多く存在しています。 

 

観光客の来訪手段 

資料：奈良市観光入込客数調査報告書 

 

   
 中部地域の観光地（世界遺産、国宝・重要文化財） 

資料：奈良市ＨＰ（国宝・重要文化財（建造物）一覧 令和 2 年 10 月 1 日現在） 

17.0%

16.5%

44.4%

45.1%

29.4%

28.7%

9.1%

9.7%

0.1%

0.04%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年

令和元年

JR

近鉄

バス

普通車

二輪

鉄道：約６割

鉄道：約６割
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4) 人の動き 

(1) 交通流動 

 中部地域から、大阪・京都とは鉄道、西部地域とは自動車の流動が多くなっています。 

 中部地域内では、自動車の流動が多く、次にバスの流動が多くなっています。 

 

 
中部地域の交通手段別（鉄道・バス・自動車）流動 

資料：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

※鉄道・自動車・バスの 500 トリップエンド以上を表記 

※パーソントリップ調査の小ゾーンを採用しており、 

                                       本戦略の地域とは一致していない。 

 

 

  

（トリップエンド/日） 
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(2) 外出率 

 中部地域の外出率は、おおむね市全体と同様の傾向で、60 代以上の外出率が低くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部地域の外出率 

資料：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

  

【男性】 

【合計】 

【女性】 

（回） （回） 

（回） 
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(3) 移動状況 

 中部地域では、買回り品の買物を除き、中部地域内への移動が多くなっています。 

 

 

 

 

中部地域の外出目的別目的地 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 
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 中部地域の移動は、全体として自家用車の割合が高いが、自転車・徒歩の割合が他地域
と比べて多くなっています。 

 

 

 

 

中部地域の外出目的別交通手段 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

 

  

28.9%

36.4%

2.7%

17.2%

5.7%

11.3%

4.0%

37.0%

19.5%

7.9%

7.3%

7.8%

8.7%

10.3%

7.5%

10.3%

13.0%

6.2%

0.5%

0.3%

2.3%

1.9%

0.7%

40.5%

10.9%

51.1%

63.8%

45.6%

47.2%

55.5%

25.9%

49.6%

2.6%

2.4%

2.0%

2.0%

1.9%

2.2%

1.8%

10.5%

16.4%

17.5%

5.0%

15.2%

15.1%

12.5%

9.9%

12.4%

8.9%

29.1%

18.3%

3.2%

18.9%

15.1%

14.7%

14.2%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤（n=190）

通学（n=55）

食料品・日用品の買物（n=372）

買回り品（衣料・家電等）の買物

（n=343）

病院・診療所（n=349）

介護・福祉施設（n=53）

行政窓口（n=272）

音楽・芸術などの文化施設（n=162）

スポーツ関連施設（n=113）

問１４．③-1 主な移動手段（中部住民）

１．鉄道 ２．バス ３．タクシー ４．自家用車 ５．バイク ６．自転車 ７．徒歩
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5) 道路交通 

(1) 道路整備状況 

 中部地域では、都市計画道路の整備率は４割程度となっています。 

 

 

 

 

中部地域の都市計画道路整備状況 
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(2) 道路整備状況（新駅周辺の整備） 

 ＪＲ関西本線新駅周辺では、高規格幹線道路である京奈和自動車道（大和北道路）の
（仮称）奈良 ICのほか、市内中心部とのアクセス道路となる都市計画道路西九条佐保

線、ＪＲ関西本線の高架化が事業中となっています。 

 

事業中の都市計画道路と都市高速鉄道 

①京奈和自動車道（大和北道路）が事業中。 

②都市計画道路西九条佐保線のうち、（仮称）奈良ＩＣ以北が事業中。 

③都市計画道路ＪＲ高架側道４号線が事業中。 

④都市計画道路大森西町線及び大森西木辻線がＪＲ奈良駅南特定土地区画整理事業とあわ

せて事業中。 

⑤都市高速鉄道西日本旅客鉄道関西線（ＪＲ関西本線）の高架化が事業中。 

⑥都市計画道路六条奈良阪線が事業中。 

 

 

 

 
都市計画の状況図 

 

 

 

 

  

奈良県内で初めての 

ＩＣとの交通結節機能

を有する鉄道駅に 
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関西国際空港とのアクセスのイメージ 

資料：奈良市八条・大安寺周辺地区まちづくり基本構想 

 

  

※未開通の自動車専用道路は設計速度で算出 

（仮称） 
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(3) 渋滞・踏切・交通事故 

 主要渋滞箇所が多く存在しており、渋滞や安全性に関して満足度が低くなっています。 

 

 

 

 

中部地域の道路に関するニーズ 

                                           資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

  

道路網（県外）

道路網（県内）

道路網（市内）

渋滞（県外）

渋滞（県内）

渋滞（市内）

安全性（県外）

安全性（県内）

安全性（市内）

安全性（市内・自転車）
安全性（市内・徒歩）

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

1.7 2.2 2.7 3.2 3.7 4.2

重
要
度

満足度
【中部：自動車（道路）】

3.0 
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 渋滞箇所で、交通事故の発生も多くなっています。 

 

 

 

 

中部地域の主要渋滞箇所・踏切及び交通事故発生ワースト箇所 

資料：奈良県 地域の主要渋滞箇所（奈良県渋滞対策協議会） 

奈良市資料（奈良市内交通事故発生ワースト箇所）    

 

  

 

 

   

 
 

 

奈良市内交通事故
発生ワースト箇所
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6) 公共交通 

(1) 公共交通網（鉄道・バス） 

 中部地域では、鉄道やバスの利用圏域が広がっているが、道路の渋滞があるため、バス
の運行時刻の正確さが重要視されています。 

 

 

 

中部地域のバスに関するニーズ 

                                           資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

 

  

運行本数

始発時刻

終発時刻

所要時間

運行時刻の正確さ

バス停までの距離

バス停の快適性
乗り継ぎのしやすさ

車両のバリアフリー

情報案内（ホームページ等）
バス接近情報（バス停）

ＩＣカード化

運賃

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

1.7 2.2 2.7 3.2 3.7 4.2

重
要
度

満足度
【中部：バス】

3.0 
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中部地域の公共交通ネットワークと利用圏 

資料：平成 27 年国勢調査、国土数値情報、奈良交通 HP（バス本数は 2019 年 6 月時点） 

  

         駅 1km 圏域 

 

    バス停 300ｍ圏域 

※全方向合計 （100m メッシュ） 
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(2) 駐輪 

 中部地域の鉄道駅に関するニーズでは、駐車場・駐輪場の満足度が比較的低く、奈良
駅、新大宮駅等において放置自転車台数が多くなっています。 

 

  駅前放置自転車移動数（台） 駐輪場収容台数（台） 

近鉄 平城駅 2 奈交：300 

近鉄 西ノ京駅 48 奈交：300 

近鉄 新大宮駅 202 奈交：1400 

近鉄 奈良駅 374 

市：600 

奈交：1700 

公財：300 

JR 奈良駅 785 公財：1300 

中部地域の鉄道駅前放置自転車台数 

資料：奈良市統計書「統計なら（H29 年度実績）」、奈良交通提供資料、公益財団法人自転車駐車場整備センターHP 

 

 

 
中部地域の鉄道駅に関するニーズ 

                                           資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

  

運行本数

始発時刻

終発時刻

所要時間

運行時刻の正確さ

駅までの距離

駐車場

駐輪場

乗り継ぎのしやすさ

駅のバリアフリー

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

1.7 2.2 2.7 3.2 3.7 4.2

重
要
度

満足度
【中部：鉄道】

3.0 
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2.2.2 中部地域の問題及び課題 

以上を踏まえ、中部地域の交通に関する問題及び課題を以下に整理しました。 

■現況のまとめ 

項目 まとめ 

（１）人口動向 

• 人口は、今後、中心部の周辺地区で減少する見込み 

• 高齢化率は奈良市全体と概ね同程度であるが、今後は特に人口が減少する中心部の周辺

地区で、高齢化率が高まる見込み 

（２）都市施設 

• 日常生活に必要な主要都市施設が市全体の半数近く集積しており、さらに中心部に多く集積

している 

• 観光客の約６割が鉄道による来訪。（バスを含めると約９割） 

• 中部地域には市内の世界遺産がすべて存在し、国指定文化財等も多く存在している 

• 平城遷都 1300 年祭後、観光客数は増加している 

（３）人の動き 

• 大阪・京都とは鉄道、市内とは自動車の流動が多い、地域内ではバスの流動が一定数ある 

• 多くの目的で中部地域内の移動が多いが、買回り品は西北部地域への移動が多い 

• 自家用車の移動割合が大きいが、自転車・徒歩の割合も一定存在 

（４）道路交通 

• 都市計画道路の整備率は４割程度 

• 中心部には主要渋滞箇所が多く存在しており、渋滞や安全性に関して満足度が低い 

• 渋滞箇所は事故の発生も多い 

• 京奈和自動車道の整備が予定されている 

（５）公共交通 

• 鉄道やバスの利用圏域が広がっているが、道路の渋滞があるため、バスの運行時刻の正確

さが重要視されている 

• 鉄道駅に関するニーズでは、駐車場・駐輪場の満足度が比較的低く、奈良駅、新大宮駅等に

おいて放置自転車台数が多くなっている 

• JR 関西本線の新駅整備が予定されている 

 

■問題として捉えるべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■対応すべき課題 

 

 

 

 

 

 

• 人口や都市施設、世界遺産等が中心部に集積している 

• そのため、自動車交通量も集中し、多くの箇所で渋滞が生じている 

• 一方、地域内での徒歩や自転車による移動も多く、道路（自動車）に対する安全性への懸念も生じている 

• 駐輪場・駐車場の容量不足等により鉄道利用時の満足度が比較的低くなっている 

• 世界遺産があり、観光来訪者が増加しているなか、中心市街地への観光来訪者は多くが公共交通で来訪し

ているため、地域内の周遊も公共交通や徒歩等で行えるように、外国人を含めその使いやすさが重要となっ

ている 

• また、京奈和自動車道（大和北道路）及びＪＲ関西本線の新駅整備により見込まれる交通アクセス環境を、ま

ちづくりにも活かしていくことが重要である 

• 国内外からの観光客が増加する中、日本中、世界中からの観光玄関口として、増加する観光客を円滑に

受け入れられるよう、また楽しく周遊・滞留できるよう、中心市街地へのアクセス性や周遊観光をする

際の移動の快適性の向上が必要（国内外の新型コロナウイルスの感染状況等の見極めが必要） 

• 地域内を移動する住民・観光客にとって、道路渋滞の解消が生活・観光の満足度向上につながると考え

られるため、過度な自動車利用によらなくするための総合的な交通体系の構築が必要 

• 住宅地と観光地が混在するため、地域と観光が協調する都市像を目指すことが重要 
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2.3 西北部地域  

2.3.1 西北部地域の現状 

1) 人口動向 

 西北部地域の人口は、横ばいで推移しています。 

 今後は、駅周辺など一部増加する地区もあるが、それ以外では減少する見込みです。 

実績値 

  
出典：住民基本台帳（各年 10 月 1 日時点） 

将来推計値 

 
西北部地域の将来人口 

資料：国勢調査、国土交通省国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を基に作成  

（100m メッシュ） 

※以下、四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。 
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 西北部地域の高齢化率は、奈良市全体と概ね同程度となっています。 

 今後は、高齢化率が高まる地域とそうではない地区が混在する見込みです。 

実績値 

  
出典：住民基本台帳（各年 10 月 1 日時点） 

将来推計値 

 
西北部地域の高齢化率 

資料：国勢調査、国土交通省国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を基に作成 

（100m メッシュ） 
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2) 都市施設 

 西北部地域には、病院、スーパー等、日常生活に必要な都市施設が多く、市全体の主要
施設の半数近くが集積しています。 

 

表 2.2 西北部地域の主な都市施設数 

  市役所等 文化施設 図書館 病院等 福祉施設 ｽｰﾊﾟｰ 学校等 

市全体 8 84 3 227 157 71 95 

西北部 3 27 2 120 75 35 46 

割合 38% 32% 67% 53% 48% 49% 48% 

 

 

 
西北部地域の主な都市施設立地状況 

資料：平成 30 年度国土数値情報 

  



2 地域別の現状と課題 

2-36 

3) 人の動き 

(1) 交通流動 

 西部地域は、県外との流動が多く、特に大阪との鉄道での流動が多くなっています。 

 西部地域内では、自動車の流動が多いが、鉄道、バスの流動も一定数存在します。 

 

 
西部地域の交通手段別（鉄道・バス・自動車）流動 

資料：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

※鉄道・自動車・バスの 500 トリップエンド以上を表記 

※パーソントリップ調査の小ゾーンを採用しており、 

                                      本戦略の地域とは一致していない。 

 

  

（トリップエンド/日） 
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(2) 外出率 

 西北部地域の外出率は、概ね市全体と同様の傾向で、60 代以上の外出率が低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西北部地域の外出率 

資料：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

  

【男性】 【女性】 

【合計】 

（回） （回） 

（回） 
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(3) 移動状況 

 西北部地域では、通勤・通学で県外への移動が多いが、買物等の日常生活では西北部地
域内における移動が多くなっています。 

 音楽・芸術などの文化施設利用では、中部地域と県外への移動がともに多くなっていま
す。 

 

 

 

 

西北部地域の外出目的別目的地 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 
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 西北部地域では、全体として自家用車の移動割合が大きいが、通勤・通学・文化施設の
利用で鉄道の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

西北部地域の外出目的別交通手段 

資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 
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4) 道路交通 

(1) 道路整備状況 

 西北部地域では、都市計画道路整備率は 7割程度になっています。 

 

 

 

西北部地域の都市計画道路整備状況 
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(2) 渋滞・踏切・交通事故 

 西北部地域から市の中心部へ向かう主要道路には渋滞箇所が存在しています。 

 また、駅周辺での交通事故が多くなっており、渋滞や安全性に関して満足度が低い状況
です。 

 

 

 

西北部地域の道路に関するニーズ 

                                           資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

  

道路網（県外）
道路網（県内）

道路網（市内）

渋滞（県外）

渋滞（県内）

渋滞（市内）

安全性（県外）
安全性（県内）

安全性（市内）
安全性（市内・自転車）

安全性（市内・徒歩）

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

1.7 2.2 2.7 3.2 3.7 4.2

重
要
度

満足度
【西北部：自動車（道路）】

3.0 
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西北部地域の主要渋滞箇所・踏切及び交通事故発生ワースト箇所 

資料：奈良県 地域の主要渋滞箇所（奈良県渋滞対策協議会） 

奈良市資料（奈良市内交通事故発生ワースト箇所）    

 

  

 

 

 

  
  

   奈良市内交通事故 
   発生ワースト箇所 
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5) 公共交通 

(1) 公共交通網（鉄道・バス） 

 西北部地域では、鉄道やバス利用圏で多くの地区がカバーされているが、バス接近情報
等の満足度が比較的低くなっています。 

  

 
西北部地域のバスに関するニーズ 

                                           資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

  

運行本数

始発時刻

終発時刻

所要時間

運行時刻の正確さ

バス停までの距離

バス停の快適性
乗り継ぎのしやすさ

車両のバリアフリー

情報案内（ホームページ等）

バス接近情報（バス停）

ＩＣカード化

運賃

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

1.7 2.2 2.7 3.2 3.7 4.2

重
要
度

満足度【西北部：バス】

重要度は高くないが、 

バス停での情報発信の満

足度が比較的低い 

3.0 
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西北部地域の公共交通ネットワークと利用圏 

資料：平成 27 年国勢調査、国土数値情報、奈良交通 HP（バス本数は 2019 年 6 月時点） 

  

   駅 1km 圏域  
 

    バス停 300ｍ圏域 
※全方向合計 （100m メッシュ） 
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(2) 駅前広場 

 鉄道駅に関するニーズでは、駐車場・駐輪場の満足度が比較的低く、大和西大寺駅にお
いて放置自転車台数が多くなっています。 

 

 

  駅前放置自転車移動数（台） 駐輪場収容台数（台） 

近鉄 高の原駅 5 市：2800 

近鉄 大和西大寺駅 152 奈交：1700 

近鉄 菖蒲池駅 - 奈交：400 

近鉄 学園前駅 25 奈交：2000 

近鉄 富雄駅 57 奈交：300 

西北部地域の鉄道駅前放置自転車台数 

資料：奈良市統計書「統計なら（H29 年度実績）」、奈良交通提供資料、公益財団法人自転車駐車場整備センターHP 

 

 

 

西北部地域の鉄道駅に関するニーズ 

                                    資料：市民アンケート調査結果（H31.2） 

※満足度・重要度ともに 5 段階で調査を行った。 

 

  

運行本数

始発時刻

終発時刻

所要時間

運行時刻の正確さ

駅までの距離

駐車場

駐輪場

乗り継ぎのしやすさ

駅のバリアフリー

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

1.7 2.2 2.7 3.2 3.7 4.2

重
要
度

満足度
【西北部：鉄道】
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2.3.2 西北部地域の問題及び課題 

以上を踏まえ、西北部地域の交通に関する問題及び課題を以下に整理しました。 

■現況のまとめ 

項目 まとめ 

（１）人口動向 
• 人口は、横ばいで推移しており、今後は駅周辺などを除いて減少する見込み 

• 今後は、高齢化率が高まる地区とそうではない地区が混在する見込み 

（２）都市施設 

• 開発から時間の経過したニュータウンの住宅地が多く、バスが入れない地区（道が狭

い、高低差が大きい）にも住宅がある 

• 日常生活に必要な都市施設が多く、市全体の主要施設の半数近くが集積している 

（３）人の動き 

• 県外との流動が多く、特に大阪との鉄道での流動が多い 

• 通勤・通学で県外へ鉄道での流動が多いが、買い物等の日常生活では西北部地域内で

の自動車の流動が多い 

• 全体として自家用車の移動割合が大きいが、通勤・通学・文化施設の目的での鉄道の

割合が大きい 

（４）道路交通 

• 都市計画道路の整備率は７割程度 

• 市の中心部へ向かう主要道路には渋滞箇所が存在しており、渋滞や安全性に関して満

足度が低い 

• 駅周辺での交通事故が多くなっている 

（５）公共交通 

• 鉄道やバス利用圏で多くの地区がカバーされているが、バス接近情報等について満足

度が比較的低い 

• 鉄道駅に関するニーズでは、駐車場・駐輪場の満足度が比較的低く、大和西大寺駅に

おいて放置自転車台数が多くなっている 

 

■問題として捉えるべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■対応すべき課題 

 

 

 

 

• 大阪方面のベッドタウンとして住宅地が発展 

• 人口や自動車が多くなったことで、市内の渋滞や歩行者・自転車の安全性に関して満足度が低くなって

いる 

• 人口減少の傾向が小さく、駅周辺では人口密度を保つことが想定されるが、高齢化は進行 

• 公共交通ネットワークは一定整備されているが、高齢化とともにニーズが高まることを想定すると、情報

提供や駅の使いやすさ等の質的サービスの充実が求められる 

• 都市施設が地域内に多く存在し、地域内の移動には自動車が便利であるため利用割合が高くなってい

るが、今後高齢化が進み、自動車を利用できない人が増えた場合、駅やバス停からの距離がある住宅

地では暮らしが不便になる恐れがある 

• 主に住宅地としての地域となっており、住民の暮らしやすさを高めるため、駅を中心とした交通利

便性の向上・持続が必要 

• 住民が徐々に高齢化していくが、自家用車を利用できなくなっても、幹線交通（鉄道・バス）への

アクセスを確保するなどして、これまで同様の暮らしを保てるような移動ができる総合的な交通体

系の構築が必要 


